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甲状腺の描出，99mTcのエネルギーの問題からく

る深さの影響，過去やごく最近の放射線治療の影

響，関節描出度の不対称の真の意味などに問題が

あるように思われる。肝影やバックグラウンドな

どから影響をうける画質の点ではC社のdiphos－

phonateが最も安定していた。甲状腺は4薬剤と

もに同程度に描出され＋～什は全体で約70％に

なった。深さの影響の点では脊椎の生理的湾曲に

気を付ける必要があり，放治後でも癌の転移巣は

数ケ月間は異常集積を示す。関節の描出度の不対

称は，時として判断に困ることがあり今後検討の

要がある。
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　脊髄損傷患者にはみられる異所性化骨の診断，

経過観察には，レ線像，AI－P値の推移が利用さ

れてきた。今回，我々は，第11胸椎前方脱臼に

伴う脊髄損傷患者の両膝関節部に発生した異所性

化骨に対し，99mTc－pyrophosphateによる経時的

な骨スキャンニングを行い，興味ある知見を得

た。すなわち：

　①　化骨の発生をみた両膝関節部内側に，局所

的な異常な集積像をみた。

　②経過の観察により，集積は，増加・減少の

パターンを示し，化骨発生の部位・拡がりの推移

を知ることができた。

　③レ線像とシンチグラムの併用により，化骨

の早期発見が可能であり，さらに，化骨の活動性

の判定にも有効である。

　④AI－P値と比較すると，化骨の発現，経過

での上昇・下降の推移がほぼ同じである。

　したがって，化骨の発生の早期発見，経過の観

察，関節拘縮の予防をはかるなど，診断上，治療

上きわめて有用な検査法であると考える。
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　脳スキャンニングの信頼性を高めるために，確

率論的方法を用V・た，Isocount　Scanningと呼ぶ

方法を開発し，すでに発表してきた。次に，この

確率統計的に信頼度の高まった，スキャン・デー

タを表示する方法として，multilevel　analysisと

呼ぶ方法を用V・た。本法では，Isocount法で得ら

れた計数率をパンチテープに記録し，種々の計数

率のレベルで切って，計数率の分布をテレビに写

して観察する。スライスレベルを低めてゆくと，

頭部の構造および病巣が計数率の高い部位から，

連続的にスクリーンに描出される。動きに対する

眼の感覚は敏感なので，病巣の認識が容易とな

る。またIsocount法では脳シンチグラムのcold

areaの標準偏差は小さく，スライスレベルを細

く切ることができるので，cold　areaの詳しV’観

察が可能となる。現在までに本法にて134臨床例

を経験したが，従来のフォトシンチグラムと比べ

良好な結果が得られた。

22．断層シンチグラムの臨床的有用性
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脳シンチグラムにおいては，陽性像は病巣のみ

ならず脳底部，静脈洞筋組織などにも示される。
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